












３ 豆 類・そ ば

(1) 要 旨

平成20年産の豆類（乾燥子実）の全国の収穫量は、大豆が26万1,700ｔで前年産に比べて３万5,000ｔ

（15％）増加し、小豆が６万9,300ｔで前年産に比べて3,700ｔ（６％）増加した。いんげんは２万4,500

ｔ、らっかせいは１万9,400ｔで、前年産に比べてそれぞれ2,600ｔ（12％）、600ｔ（３％）増加した。

なお、主産県における平成20年産そばの収穫量は２万3,200ｔで、前年産に比べて3,100ｔ（12％）減

少した。（表３）

表３ 平成20年産豆類（乾燥子実）（全国）及びそばの収穫量（主産県）

(2) 解 説

ア 大豆（乾燥子実）

(ｱ) 作付面積

平成20年産大豆の作付面積は14万7,100

haで、前年産に比べて8,800ha(６％)増加

した。

これは、中国及び四国で価格の低迷から

他作物への転換等により減少したものの、

東北及び九州で水稲からの転換により増加

したためである。

（表３、図３－１）
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区 分 作付面積 収 穫 量
10ａ当たり
収 量

対 差 対 比 対 比 対 差 対 比

ha kg ｔ ha ％ ％ ｔ ％ ％

大 豆  147 100   178  261 700   106   109   115   109 

小 豆  32 100   216  69 300   98   107   106   118 

い ん げ ん  10 900   225  24 500   105   107   112   107 

ら っ か せ い  8 070   240  19 400   97   106   103   103 

そ ば  47 300  … … 1 200   103  … … … … 

うち主 産 県  39 800   58  23 200 1 400   104   85   88   84 

注：１ 小豆、いんげん及びらっかせいの収穫量調査は主産県調査であり、３年周期で全国調査を実施している。平成20年産については主産県を対象に調査を実 

施した。 

なお、全国値は主産県調査結果と主産県以外の推計値を合計したものである。 

２ そばの収穫量調査は、主産県調査であり、主産県の結果を積み上げた主産県値として集計し、全国値は推計していない。
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図３－１ 大豆の作付面積、収穫量及び

10ａ当たり収量の推移(全国)







(ｳ) 収穫量

収穫量は１万9,400ｔで、前年に比べて600ｔ（３％）増加した。

これは、作付面積が前年産に比べて減少したものの、10ａ当たり収量が前年産を上回ったため

である。（表３、図３－４）

オ そば

(ｱ) 作付面積（全国）

平成20年産そばの作付面積は４万7,300haで、前年産に比べて1,200ha（３％）増加した。

これは、東北及び北陸において水稲からの転換等により増加したためである。

このうち、主産県（計）の作付面積は３万9,800haで、前年産に比べて1,400ha（４％）増加した。

（表３）

(ｲ) 10ａ当たり収量（主産県）

主産県における10ａ当たり収量は58kgで、前年産に比べて15％下回った。

これは、北海道で７月下旬から８月にかけての低温等の影響で受精不良となり着粒数が減少し

たことに加えて、茨城県等で８月下旬の大雨の影響で発芽不良となったこと等による。（表３）

(ｳ) 収穫量（主産県）

主産県の収穫量は２万3,200ｔで、前年産に比べて3,100ｔ（12％）減少した。

これは、作付面積が前年産に比べて増加したものの、10ａ当たり収量が前年産を下回ったため

である。（表３）


